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「食品中の放射性物質等検査システムの評価手法の検討」 
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研究分担者 山田 崇裕 近畿大学原子力研究所准教授 
 

研究要旨 
福島第一原子力発電所事故の影響による食品中の放射性セシウム測定について、近年

生産サイドによる出荷前自主検査や住民が自家消費を目的として自家栽培した作物や採
取した野生の動植物の測定に試料を破壊せずそのまま測定する非破壊式放射能測定装置
が開発され利用されている。このような装置による測定は、設計上想定した試料の配置や
放射性物質の分布のばらつきの範囲において測定を行うことが重要となる。本研究では、
（1）非破壊式装置の性能試験として装置の測定室内における検出効率分布の評価、及び
（2）実試料を用いた非破壊式装置による測定と Ge 検出器を用いた公定法による測定結
果との比較検討、を進めた。その結果、（1）については測定装置 2 機種につき、昨年実施
した 1 機種と同様に計数効率の空間分布はほぼ理論通りであった。（2）については、山
菜、キノコ等約 115 検体を用いて測定値を比較し、全検体のうち 33 検体のキノコ類を用
いて新たに追加した 1 機種の評価を実施した。その結果、山菜類についてもキノコ類と
同様に両者間で良好な相関が得られ、非破壊測定でのばらつきや、Ge 検出器による測定
結果との大きなずれが山菜類についてもキノコ類と同様の傾向が見られた。新たに追加
した 1 機種のキノコ類の測定結果については、Ge 検出器による測定結果と良好な相関が
得られた。また、100 Bq/kg に対するスクリーニング検査への適用性について回帰直線の
予測区間による方法を用いて検討し、予測区間の上限値が 100 Bq/kg の場合の予想される
試料の放射能濃度は 48 Bq/kg となり、現在の試料の前処理を想定した食品中の放射性セ
シウムスクリーニング法における適用条件をほぼ満足する結果となった。しかしながら、
非破壊式装置測定では、いずれの機種においても Ge 検出器による測定結果と大きなずれ
が観測されており、スクリーニング法の準用にあたっては、試料中の放射性セシウム不均
一分布が測定に及ぼす影響の評価を実際の測定条件と同一の条件下で評価し、科学的な
データの下に具体的に適用試料種の選別、測定範囲の詳細な決定を行う必要があると考
えられた。 

研究協力者 八戸真弓 農業・食品産業技術総合研究機構 食品研究部門食品安全研究領域 
食品安全性解析ユニット長 
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A. 研究の背景と目的 
 食品中の放射性物質の測定は、従来 Ge 検
出器を用いたγ線スペクトロメトリーによ
る方法が一般に用いられている。環境中に
存在する放射性核種を効率よく、そして正
確に分離・定量するための方法として、環境
試料等の放射能分析･測定方法の基準とな
る「放射能測定法シリ－ズ」[1]が国（文部
科学省及び原子力規制庁）により制定され、
公定法として我が国において広く用いられ
ている。また、食品の試験法としては、「食
品中の放射性物質の試験法について」[2]が
発出され、ここには食品衛生法に基づく食
品検査のための測定に関する要件が規定さ
れている。いずれの公定法においても、従来
のγ線スペクトロメトリーによる方法にお
いては、測定試料中の放射性物質が適切な
前処理により均一化[3]されていることが、
その正確性及び信頼性の確保のために重要
となる。また、食品の測定では、非可食部を
取り除く必要もある。さらに、福島第一原子
力発電所事故以降、食品検査の迅速化に対
応するため、スクリーニング検査として必
要とされる性能を規定した「食品中の放射
性セシウムスクリーニング法の一部改正に
ついて」[4]が発出され、シンチレーション
式スペクトロメータも検査に広く用いられ
るようになった。このスクリーニング法に
おいても測定試料中において放射性物質が
均一に分布していることが前提であり、そ
の均一性の程度が測定に及ぼすばらつきを
考慮した設計となっている。国際標準化機
構が食品などに含まれる放射性物質の迅速
ス ク リ ー ニ ン グ 法 を 定 め た 規 格
ISO19581[5]も同様である。一方で、生産サ
イドによる自主検査においては、スクリー

ニングを目的に玄米のように比較的均質化
を図りやすい特定の試料を対象として、試
料を破壊せずそのまま測定するための装置
を用いた出荷前検査が行われるようになっ
た。また、このような非破壊式放射能測定装
置（以下、非破壊式装置という。）は、様々
な試料の特性に応じた測定器が開発され利
用されている。さらに、住民が自家消費を目
的として自家栽培した作物や採取した野生
の動植物の測定に対応した測定器も開発さ
れ、試料を破砕せずそのまま測定できるこ
とから広く利用されている。このような試
料を破砕して均質化せずそのまま測定する
場合には、検出器の複数化、大型化などによ
り試料の不均質性の影響の低減化が図られ
ているものの、設計上想定した試料の配置
や放射性物質の分布のばらつきの範囲にお
いて測定を行うことが重要となる。そこで
本研究では、平成 29 年度よりこのような非
破壊式測定における試料中の放射性物質分
布の影響を評価することを目的に、非破壊
式装置の測定室内における検出効率分布の
評価及び実際に放射性セシウム濃度 50 
Bq/kg 超の食品試料を用いて、破砕等の前
処理をしない非破壊式装置による測定と
Ge 検出器を用いた公定法による測定結果
との比較検証を行ってきた。その結果、非破
壊式装置の検出効率の空間分布はほぼ理論
通りであることを確認し、非破壊式装置と
Ge 検出器との両者の比較測定結果は良好
な相関が得られることが明らかとなった。
一方で、非破壊測定では真度の低下傾向が
観測され、さらに有意にばらつきが大きい
試料や、Ge 検出器による測定結果と大きな
ずれがあるものが見られた。これらは試料
の特徴に起因するものであることが示唆さ



- 19 - 

れた。このような結果から、装置の検出効率
の形状依存の特徴を十分に把握し、変化の
影響を受けにくい状況で測定を行えば、食
品の汚染状況の大まかな把握には、非破壊
式装置による測定は十分有効である可能性
があることが示唆されたものの、個別試料
の食品衛生法に定められた基準値への適合
性の確認に用いるには、試料中の放射性セ
シウムの分布特性、形状特性などを把握し、
より多くの試料を用いたさらなる検討によ
り、測定に適用出来る試料種別や適用条件
を明らかにすることが必要であると見込ま
れた。このような背景から、平成 30 年度は
キノコ類と並び測定・検査のニーズが多い
山菜類を検討対象とするとともに、キノコ
類についてもさらに試料収集を進め測定の
比較検証を行った。また、福島県において試
験的利用されている 1 機種について新たな
対象機器として本研究に用いた。 
 
B. 非破壊式放射能測定装置の概要 

本研究に用いた非破壊式装置は、自家消
費用の自家栽培作物や採取した野生の動植
物の測定などに用いられている。この装置
は、住民から持ち込まれるあらゆる種類の
食品の種類、形状、量などを想定した設計で
あることが特徴である[6][7][8]。さらに、
検査の効率化・合理化を目的としたこのよ
うな装置の利用も試みられている。 
 γ線スペクトロメトリーにより食品中の
放射能の測定を行うには測定対象となる核
種のγ線のエネルギーに対する検出効率を
標準線源によって予め得る必要がある。検
出効率はγ線のエネルギーに依存する他、
試料と検出器の幾何学的条件によっても変
化する。即ち、検出効率は試料の形状や測定

位置に依存するため、標準線源と同じ形状
の容器に、標準線源と同じ容量の試料を充
填し、標準線源で校正した位置と同じ位置
で測定する必要がある。また、体積状の試料
は、体積中の線源位置によって検出効率が
異なり、体積状の標準線源によって得られ
る見かけの検出効率はいわば各点の検出効
率の平均値であることから、体積中の放射
能の分布は均一であることが前提となる。
非破壊式装置であっても測定の基本原理に
変わりはないが、一般に非破壊式装置では
複数の検出器配置、大型化による高効率化
が図られている。このことは非破壊式装置
による測定の信頼性を確保する上で極めて
重要となる。つまり、測定試料に対して、検
出器が非常に大きい場合、線源と検出器と
の立体角はほぼ 2πとなり、線源の位置に
よる検出効率の変化が少なくなる。先にも
述べたようにγ線スペクトロメトリーによ
る放射能測定の場合は、標準線源と同じ形
状の容器に同じ容量の試料を詰めて測定す
ることで、標準線源により得た検出効率が
適用でき、標準線源―検出器間の幾何学的
条件と異なる測定条件になることが誤差と
なる。しかしながら、大型検出器を用いるこ
とで幾何学的効率を高め、線源位置による
検出効率の変化を少なくすることが出来れ
ば、試料の形状の違いや試料中の放射性物
質の不均質性による検出効率の変化は小さ
く出来、ある程度のばらつきの幅の範囲内
での測定が可能になると考えられる。測定
対象とする試料の種類は様々であり、たと
え試料の形状の違いや試料中の放射性物質
の不均質性による検出効率の変化を小さく
出来たとしても、測定試料の検出効率を如
何に正確に決定できるかが測定の信頼性の
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上で重要となる。これを達成するために、
様々な形状の標準試料によって検出効率を
求める、試料の種類によって、試料質量から
試料の嵩を推定し、試料の種別に決められ
た検出効率－試料嵩（質量）関数から近似的
に検出効率を求める方法などがとられてい
る。ただ、依然として試料中の放射性物質の
不均質分布に対しては、その程度に幅はあ
るにせよ誤差を生む要因となる。例えば大
きな誤差要因となりうる極端な放射性セシ
ウムの偏在に対して、多数の検出器を組み
あわせた装置により、そのうちの一つの検
出器での計数率が他の検出器の倍以上計数
があった場合に異常判定を出すように設計
された装置もある[6]。 

以上のように、非破壊式装置では、装置の
ハード面においては、検出器の大型化、複数
検出器の使用による試料―検出器間の高立
体角化によって幾何学的効率を高めること
が装置の想定する試料形態及び形状と実際
の試料形態及び形状の差に起因する測定誤
差の軽減につながる。ソフト面では、解析手
法は装置によって様々であるが、いずれの
手法もいわば近似的に試料の検出効率を求
めることとなり、如何に設計上想定する範
囲内で実際の測定が行われるようにするか、
ユーザインターフェースの設計も含めて重
要となる。 
 
C. 実験方法 
 本研究においては、非破壊式装置の特徴
や測定原理を念頭に、表 1 に示す 2 機種（レ
ギュームライト及び簡易検査装置）の非破
壊式装置の性能試験として(1)非破壊式放
射能測定装置の測定室内における検出効率
分布の評価を行い、表 1 に示す 4 機種につ

いて（2）福島県内で採取した実試料を用い
て、破砕等の前処理をしない非破壊式装置
による測定と Ge 検出器を用いた公定法に
よる測定結果との比較検討を行った。 
 
（1）非破壊式装置の測定室内における検出
効率分布の評価 
 市販の非破壊式装置「レギュームライト」
（形式：FD-08Cs1000-1（仕様は表１参照））
及び日立造船（株）製「簡易検査装置」（仕
様は表 1 及び図 1 参照）、以下 Hitz 装置と
いう。）を用いて、試料測定室内における検
出器に対して水平方向（XY 平面）及び検出
器に対して鉛直方向（Z 方向）における 137Cs
検出効率分布について測定により検証した。
方法は平成 29 年度と同様の手法とし、測定
点は XY 平面に対して図 2 の点のうち、そ
れぞれの装置の測定室のサイズ内の点を選
択して測定した。Z 方向については、測定室
底面及び鉛直方向に底面からの 30mm 毎に
それぞれの装置の測定室の高さサイズ内に
ついて分布を取得した。Z 方向の線源位置
決定及び線源配置には、測定室底面の大き
さに一致した厚さ 30mm のスポンジ板（密
度：約 0.02gcm-3）を重ねて用いた。線源は
点状の 137Cs 密封標準線源（日本アイソトー
プ協会製 放射能ガンマ標準線源 線源コ
ード：CS407，10mmφ×6mmt）を用いた。 
 
（2）非破壊式装置による測定と Ge 検出器
を用いた公定法による比較検討 
 本研究では、福島県内において自家消費
野菜等の放射能検査を行っている市町村測
定所に住民から持ち込まれた試料のうち、
非破壊式装置による測定結果が 50Bq/kg 以
上であり、かつ持ち込んだ住民から本研究
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のための試料提供に同意が得られたものを
3 機種の非破壊式装置（形式：AFT-NDA2、 
FD-08Cs1000-1 又は FF1）を測定に用いた。
また、福島県農林水産部林業振興課より提
供されたキノコ類の試料を Hitz 装置の測定
に用いた。Hitz 装置は福島県農林水産部林
業振興課が、効率的な検査の実施を目的に
試運用されているものを用いた。測定は 3
回～5 回、その都度試料を混合、配置換えを
行って実施した。配置等の影響について検
討するため、原則として測定の都度、試料の
配置の様子を写真に記録することとした。
非破壊式装置による測定を行った試料は、
福島県内の専門分析機関に設置された表２
に示す Ge 検出器を用いて、文献[2]に準拠
して放射能分析を行った。本研究において
は、食品中の放射能測定のための試料前処
理は、文献[3]に準じて実施した。 
 
D. 実験結果及び考察 
（1）非破壊式装置の測定室内における検出
効率分布の評価 

非破壊式装置では、検出器の直上に測定
試料を配置するための測定室が設けられて
いる。昨年度非破壊式装置（そのままはかる
NDA）によって得られた検出器直上の測定
室面における検出効率分布及び本年度取得
した非破壊式装置レギュームライト並びに
Hitz 装置の X 軸方向の 137Cs 点線源に対す
る検出効率分布を図 3 に示す。図 3-1 に示
した分布は原点での検出効率を 1 とする相
対値とした。図 3-2 には X 軸正方向に対す
る検出効率分布の絶対値を示す。図 3-1 の
とおり、直行する X 軸において、すべての
装置の検出効率は原点を中心としたガウス
関数にほぼ近似でき、良好な対称性が確認

できた。3 機種の特性を比較すると、検出器
の種類及びサイズがほぼ同じレギュームラ
イトと Hitz 装置の特性は一致し、これら 2
機種よりも検出器サイズの大きいそのまま
はかる NDA は、検出器中心からの距離が
大きくなるに従って検出効率が低下する傾
向がより他の 2 機種と比較し緩和される上、
より高い検出効率が得られた。 

137Cs 点線源に対する X 軸正方向 r、Y 軸
方向 0、高さ h における検出効率 ( ,0, )r hη
の Hitz 装置による測定値を図 4(1)示す。結
果は各高さの XY 面の原点における検出効
率を 1 とした相対値で示す。図のとおり、
検出効率の X 軸の正方向への変化は、高さ
h が高くなるに従い、各 h における原点に
おける効率に対して変化が緩やかになる。
図 4(2)に示す昨年度取得したそのままはか
る NDA のデータと比較すると、Hitz 装置
の検出効率の X 方向への変化率はより大き
い。このことは検出器サイズの違いによる
ものと考えられ、同一の試料を両者で測定
した場合に、検出器サイズが試料のサイズ
に対して小さいほど形状変化や放射性セシ
ウムの不均一分布の影響を受けやすいこと
を裏付ける結果となった。 

 
（2）非破壊式装置による測定と Ge 検出器

を用いた公定法による比較検討 
①山菜試料 

ここでは春以降に収穫された山菜類に関
する結果を図 5 に示す。本検討ではレギュ
ームライト及びそのままはかる NDA のそ
れぞれに 12 試料及び 13 試料を用いた。非
破壊式放射能測定装置 FF1 について得られ
たデータは 3 試料に留まった。図に示す通
り、キノコ類と同様にレギュームライト及
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びそのままはかる NDA と Ge 検出器との
両者の測定結果は良好な相関が得られ、そ
れぞれの回帰直線（y=a+bx）は、レギュー
ムライト（a=40.2±87.8, b=1.15±0.06）、
そ の ま ま は か る NDA （ a=-15.7 ± 37.7, 
b=0.97±0.05）であった。ただし、Ge 測定
値との比が 0.7～1.3 を超えるもの及び濃度
が 5000Bq/kg を超えるものは相関分析では
外れ値として処理した。このような Ge 検
出器の測定結果との大きな乖離は昨年度の
キノコ類の測定においても観測された。Ge
測定値との比が 0.7～1.3 を超えたものは、
レ ギ ュ ー ムラ イ ト及 びそ の ま ま はか る
NDA のそれぞれで、6 試料及び 5 試料に及
んだ。これらは特定の種別の試料に見られ
た訳ではなく、原因究明及び傾向分析には
試料の個別的な放射性セシウム分布の分析、
さらに多くの試料の分析を要することが見
込まれた。検査におけるこのような試料の
取り扱いは非破壊式装置を用いた測定にお
ける共通的な課題であることが示唆された。 
②キノコ試料 

昨年度の報告でレギュームライト及びそ
のままはかる NDA に関する本検討結果を
示した。本年度これらの装置の測定に用い
たキノコ類試料は、レギュームライト及び
そのままはかる NDA それぞれに対して 9
件及び 17 件であった。本年度は新たに Hitz
装置についてキノコ試料 33 検体を用いて
Ge 検出器との測定結果の比較を行った。図
6 に Hitz 装置における測定値の比較結果を
示す。図に示すとおり良好な相関が得られ、
回帰直線（y=a+bx）は、(a=33.5±11.4, 
b=0.94±0.03）であった。図 7 に昨年度実
施したレギュームライト及びそのままはか
る NDA の測定結果[9]及び本年度実施した

Hitz 装置のそれぞれの Ge 検出器による測
定結果との差の Ge 検出器による結果との
比の分布を示す。これらの結果を比較する
と Hitz 装置については他の 2 機種と比較し
平均値で 20%程度正のバイアスが見られた
が測定値のばらつきは標準偏差 0.22～0.26
でほぼ同等であった。 

Hitz 測定に用いた試料の放射能濃度分布
は図 8 に示すとおり本検討に用いた試料の
約半数の 16 検体が 100 Bq/kg 以下であっ
た。そこで、これらの試料によって食品衛生
法に定められた基準値 100 Bq/kg に対する
スクリーニング検査への適用性について回
帰直線の予測区間による方法を用いて検討
した。その結果を図 9 に示す。予測区間の
上限値はスクリーニング法の例示に従い
99%とした。図のとおり予測区間の上限値
が 100 Bq/kg の場合の予想される試料の放
射能濃度は 48 Bq/kg となり、現在の試料の
前処理を想定した食品中の放射性セシウム
スクリーニング法におけるスクリーニング
レベル 50Bq/kg 以上の条件を下回るものの
ほぼ適用条件を満足する結果となった。た
だし、本装置を用いた試験条件は指定の容
器に充填した状態によるものである。一般
に非破壊式装置の場合には容器、充填量な
どの指定がなく、測定値のばらつき、ズレの
要因は測定試料形状に対する計数効率の見
積もりと試料中の放射性セシウムの不均一
分布が問題となる。本試験では形状がほぼ
固定された条件であるため、実際に検査に
適用する際にも同様の措置をとることが前
提となることに注意しなければならない。 

 
E. 結論 

本研究では、（1）非破壊式放射能測定装
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置の測定室内における検出効率分布の評価、
及び（2）非破壊式放射能測定装置による測
定と Ge 検出器を用いた公定法による比較
検討を行った。（1）の実験において、レギュ
ームライト及び Hitz 装置がそのままはかる
NDA と同様に対称性のある検出効率分布
を持っていることが確認できた。本年度評
価した 2 機種の検出器の種類及びサイズは
仕様上同じもので有り、そのままはかる
NDA において採用されている検出器と比
較し、サイズが小さい。このことにも理論的
に合致する分布差が観測された。このよう
な異なるサイズの検出器を同じ検査に用い、
同等の検査性能を確保するには、検出効率
の分布を考慮し、試料を設置する範囲にお
ける XY 平面及び高さ Z 方向の検出効率の
最大差の許容範囲を定めておくことが有効
であると考えられる。 

（2）の実験においては、山菜の測定にお
いてレギュームライト及びそのままはかる
NDA の 2 機種の非破壊式装置の結果は Ge
検出器の結果の結果と良好な相関関係があ
り、その結果はほぼ一致した。一方で、昨年
度のキノコ試料の結果と同様に非破壊式装
置は、Ge 検出器による測定結果と大きなず
れがあるものが見られ、真度の低下傾向が
観測された。また、本年度評価対象とした
Hitz 装置によりキノコ類の測定比較を実施
した。その結果、他の 2 機種と同様に良好
な相関が得られた。さらに放射性セシウム
濃度 100 Bq/kg 未満の試料を本装置で測定
した結果を用いて、食品衛生法に定められ
た基準値 100 Bq/kg に対するスクリーニン
グ検査への適用性について回帰直線の予測
区間による方法を用いて検討した。その結
果、現在の試料の前処理を想定した食品中

の放射性セシウムスクリーニング法におけ
るスクリーニングレベル 50Bq/kg 以上をや
や下回るもののほぼ適用条件を満足する結
果となった。3 機種のキノコ類の測定におけ
る 3～5 回の繰り返し測定における相対標
準偏差はほぼ同等であったことから、レギ
ュームライト及びそのままはかる NDA に
ついても同様にスクリーニング検査への適
用性について 100Bq/kg 未満の試料によっ
て回帰直線の予測区間による方法によって
評価すれば Hitz 装置と同等の性能が得られ
ることが予測される。ただし、本装置のスク
リーニング法の準用にあたっては、実際の
測定条件と同一の条件下でこれらの評価を
するとともに、これまでの結果からも試料
中の放射性セシウム不均一分布が測定に及
ぼす影響の評価に基づく適用試料種の選別、
測定範囲などの詳細な適用条件及び運用基
準を科学的なデータによって定めることが
検査の信頼性確保の観点で必須であると思
われる。それぞれの装置は試料種別、量によ
って放射能分析に用いるパラメータを変え
る設計となっている。このような計算アル
ゴリズムを考慮し、評価基準を定める必要
があると思われる。 
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表 1 本研究に用いた市販の非破壊式放射能測定装置 
装置名 形式 検出器の種類 

及びサイズ 
しゃへい

体 
製造元 

そのままはかる
NDA 

AFT-NDA2 NaI(Tl) 
φ12.7x12.7cm 

鉛 35～
50mm 

（株）アドフューテック 

レギュームライト FD-
08Cs1000-1 

CsI(Tl) 
φ11.0 x 2.5cm 

鉛 50mm （株）テクノエックス 

非破壊式放射能測定
装置 

FF1 NaI(Tl) 
φ5.08x5.08cm  

7 本 

鉛 50mm 日栄工業（株） 

簡易検査装置 ― CsI(Tl) 
φ11.0 x 2.5cm 

鉛 50mm 日立造船（株） 

 
 
 
 
 
 
 

表 2 試験に用いた Ge 検出器の主な仕様 
形式 相対効率 分解能 校正日 製造元 

GEM20-70 25.2% 1.74 keV 2017 年 2 月 9 日 米国 AMETEK 社 
ORTEC® 

GC2520-
7500SL-
2002CSL 

27.5％ 1.72 keV 
 

2017 年 2 月 9 日 米国 Mirion Technologies 社 
（CANBERRA） 
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図 1 日立造船（株）製 簡易検査装置の外観 
 
 

 
図 2 点線源による、高さ 0cm における水平面の測定点（検出器中心を（x,y）=（0,0）と
した） 
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図 3-1 Z=0 の X-Y 平面における X 軸における検出効率に対する相対検出効率 ■：その
ままはかる NDA、●：レギュームライト、〇：Hitz 装置。実線は各測定点の回帰曲線（ガ
ウス関数） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-2  Z=0 の X-Y 平面における X 軸（X≥0）における検出効率に対する検出効率（絶対
値） ■：そのままはかる NDA、●：レギュームライト、〇：Hitz 装置。 
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(1) 

(2) 

図 4 X 軸正方向 r、Y 軸方向 0、高さ h の座標（r,0,h）における 137Cs 点線源検出効率
( ,0, )r hη  (1)Hitz 装置 (2)そのままはかる NDA 
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(3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 非破壊による測定値と Ge 検出器による分析結果の相関 （1）レギュームライト (2)
そのままはかる NDA (3)非破壊式放射能測定装置 FF1 
試料：山菜類 
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(1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 非破壊による測定値と Ge 検出器による分析結果の相関（Hitz 装置） 
(2)は(1)の 100～250 Bq/kg の範囲を拡大表示したもの 
試料：きのこ類 
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(3) 

 
 
図 7 非破壊式装置の測定結果と Ge 検出器による測定結果の差の Ge 検出器による結果と
の比の分布（1）レギュームライト (2)そのままはかる NDA  (3)Hitz 装置 
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図 8 Hitz 装置の測定に用いた試料の放射性セシウム濃度の分布 

 
図 9 放射性セシウム濃度 100 Bq/kg 未満の試料の Hitz 装置による測定によって得た回帰
曲線と 99%予測区間 
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